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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第３四半期
累計期間

第30期
第３四半期
累計期間

第29期

会計期間

自平成22年
９月１日
至平成23年
５月31日

自平成23年
９月１日
至平成24年
５月31日

自平成22年
９月１日
至平成23年
８月31日

売上高（千円） 5,170,5185,498,3246,866,143

経常利益（千円） 49,618 247,626 33,587

四半期（当期）純利益（千円） 7,582 114,390 602

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
― ― ―

資本金（千円） 409,796 409,796 409,796

発行済株式総数（株） 9,154,4429,154,4429,154,442

純資産額（千円） 2,204,7042,280,1562,198,845

総資産額（千円） 4,258,2864,479,2634,398,311

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
0.94 14.20 0.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― 4

自己資本比率（％） 51.8 50.9 50.0

　

回次
第29期
第３四半期
会計期間

第30期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
５月31日

自平成24年
３月１日
至平成24年
５月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△6.91 1.02

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社には関連会社が１社存在しますが、損益及び利益剰余金等か

らみて重要性が乏しいため記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

  当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の厳しい状況から改善する動きがみられたもの

の、欧州政府債務危機や原油価格の高騰を背景とした世界経済の減速などにより、先行きは依然として不透明と

なっております。

  このような環境の中で、当社は、情報共有による消費者向け販促キャンペーンの受注強化や、ユーザーニーズに

フィットした企画・提案力の充実に努めました。

  自社企画製品は、ｅコマース（オンラインショップ）を利用した受注増による効果が徐々に現れてきています

が、生活必需品中心のスーパー等小売店の販売不振もあり、当第３四半期累計期間の売上高は866百万円（前年同

四半期比1.8％減）となりました。

  別注製品は、消費者向け販促キャンペーンの受注が堅調であったことや、製品製作に関連する企画料・デザイン

料の売上獲得に努めた結果、当第３四半期累計期間の売上高は3,082百万円（前年同四半期比6.6％増）となりま

した。

  商品は、イベント景品受注が増加し、当第３四半期累計期間の売上高は1,549百万円（前年同四半期比11.0％

増）となりました。

  以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は5,498百万円（前年同四半期比6.3％増）となりました。

  一方、当第３四半期累計期間の損益面では、販売費及び一般管理費の削減が寄与し、営業利益は243百万円（前年

同四半期比300.8％増）、経常利益は247百万円（前年同四半期比399.1％増）、四半期純利益は114百万円（前年同

四半期は７百万円の四半期純利益）となりました。

  なお、当社は広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、セグメント情報

の記載を省略しております。

  

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間の総資産は、前事業年度に比べ80百万円増加し4,479百万円となりました。 

　流動資産は、現金及び預金が44百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が80百万円増加したこと、商品及び製品

が62百万円増加したこと等により、前事業年度比105百万円増加の2,761百万円となりました。

　固定資産は、有形固定資産が８百万円減少したこと、投資その他の資産が16百万円減少したこと等により、前事業

年度比25百万円減少の1,717百万円となりました。 　

　流動負債は、短期借入金が150百万円減少したこと、未払法人税等が106百万円増加したこと、賞与引当金が69百万

円減少したこと等により、前事業年度比44百万円減少の1,584百万円となりました。

　固定負債は、長期借入金が15百万円増加したこと、退職給付引当金が20百万円増加したこと等により、前事業年度

比43百万円増加の614百万円となりました。

　純資産は、前事業年度比81百万円増加の2,280百万円となりました。

  　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、30百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年７月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,154,442 9,154,442

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

 単元株式数

 1,000株

計 9,154,442 9,154,442 － －

　　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年３月１日～

平成24年５月31日
― 9,154,442 ― 409,796 ― 417,677
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　－ － －

議決権制限株式（その他） 　　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,104,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,007,000 8,007 －

単元未満株式 普通株式　　 43,442 － 　－

発行済株式総数 9,154,442 － －

総株主の議決権 － 8,007 －

　

②【自己株式等】

 平成24年５月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アルファ
岡山市中区桑野

709－６
1,104,000 － 1,104,000 12.05

計 － 1,104,000 － 1,104,000 12.05
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年３月１日から平成24年

５月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年９月１日から平成24年５月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.6％

売上高基準 0.4％

利益基準 2.3％

利益剰余金基準 △0.5％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年８月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 889,855 845,653

受取手形及び売掛金 1,071,300 1,152,122

有価証券 100,000 100,000

商品及び製品 442,615 505,427

仕掛品 28,942 24,838

原材料及び貯蔵品 3,861 3,777

その他 122,736 133,463

貸倒引当金 △3,400 △3,400

流動資産合計 2,655,911 2,761,883

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 257,088 246,999

土地 934,336 934,336

その他（純額） 29,734 30,861

有形固定資産合計 1,221,159 1,212,197

無形固定資産 27,224 27,751

投資その他の資産

その他 495,905 478,985

貸倒引当金 △1,888 △1,553

投資その他の資産合計 494,016 477,431

固定資産合計 1,742,400 1,717,380

資産合計 4,398,311 4,479,263

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 961,255 945,669

短期借入金 200,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 98,743 104,976

未払法人税等 9,100 115,100

賞与引当金 82,000 12,400

その他 277,191 356,053

流動負債合計 1,628,290 1,584,198

固定負債

長期借入金 111,741 126,760

退職給付引当金 47,127 67,309

役員退職慰労引当金 389,348 401,394

その他 22,958 19,444

固定負債合計 571,175 614,908

負債合計 2,199,466 2,199,107
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年８月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 409,796 409,796

資本剰余金 417,733 417,733

利益剰余金 1,632,520 1,714,709

自己株式 △262,596 △262,651

株主資本合計 2,197,453 2,279,587

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,392 568

評価・換算差額等合計 1,392 568

純資産合計 2,198,845 2,280,156

負債純資産合計 4,398,311 4,479,263
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年５月31日)

売上高 5,170,518 5,498,324

売上原価 3,192,061 3,372,705

売上総利益 1,978,456 2,125,619

販売費及び一般管理費 1,917,588 1,881,668

営業利益 60,867 243,951

営業外収益

受取利息及び配当金 2,780 2,858

受取手数料 768 3,198

その他 3,279 1,425

営業外収益合計 6,827 7,482

営業外費用

支払利息 4,088 2,996

為替差損 389 388

投資有価証券評価損 13,383 －

その他 215 421

営業外費用合計 18,077 3,806

経常利益 49,618 247,626

特別損失

固定資産除却損 61 －

特別損失合計 61 －

税引前四半期純利益 49,556 247,626

法人税、住民税及び事業税 22,868 127,752

過年度法人税等 6,862 －

法人税等調整額 12,243 5,483

法人税等合計 41,974 133,236

四半期純利益 7,582 114,390
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【会計方針の変更等】

　　 該当事項はありません。

　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

　

当第３四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年５月31日）

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適

用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

(法人税率の変更等による影響)

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引き下げ及び

復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定

実効税率は従来の40.4％から、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から平成26年４月１日以後に開始する事業年

度に解消が見込まれる一時差異等については37.7％に、平成27年４月１日以後に開始する事業年度に解消が見込まれる

一時差異等については35.3％となります。この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金

額）は23,850千円減少し、その他有価証券評価差額金は128千円、法人税等調整額は23,978千円それぞれ増加しておりま

す。

　

　

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

四半期報告書

11/15



　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

前第３四半期累計期間

(自　平成22年９月１日

　至　平成23年５月31日)

当第３四半期累計期間

(自　平成23年９月１日

　至　平成24年５月31日)

減価償却費 26,720千円 28,218千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成22年９月１日　至　平成23年５月31日）

　　　　　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月26日

定時株主総会
普通株式 40,257 ５  平成22年８月31日 平成22年11月29日利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成24年５月31日）

　　　　　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年11月28日

定時株主総会
普通株式 32,202 ４  平成23年８月31日 平成23年11月29日利益剰余金
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（持分法損益等）

　前第３四半期累計期間（自 平成22年９月１日 至 平成23年５月31日）及び当第３四半期累計期間（自 平成23年

９月１日 至 平成24年５月31日）

関連会社は損益及び利益剰余金等からみて重要性が乏しいため記載を省略しております。

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期累計期間（自 平成22年９月１日 至 平成23年５月31日）及び当第３四半期累計期間（自 平成

23年９月１日 至 平成24年５月31日）

　当社は広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、記載を省略してお

ります。

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0円94銭 14円20銭

(算定上の基礎)　 　 　

四半期純利益（千円） 7,582 114,390

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千

円）
7,582 114,390

普通株式の期中平均株式数（株） 8,051,495 8,050,450

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　 　
平成24年７月３日

　

株式会社アルファ  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルファ

の平成23年９月１日から平成24年８月31日までの第30期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年３月１日から平成24

年５月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年９月１日から平成24年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファの平成24年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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